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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月31日(2011.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一種の４－１ＢＢレセプターアゴニストリガンドまたはその機能的に等価な
変異体と、少なくとも一種のＩ型インターフェロンまたはその機能的に等価な変異体とを
含んでなる、組成物。
【請求項２】
　一つまたはいくつかの容器に、
　(i)少なくとも一種の４－１ＢＢレセプターアゴニストリガンドまたはその機能的に等
価な変異体の薬学的に許容される製剤と、
　(ii)少なくとも一種のI型インターフェロンまたはその機能的に等価な変異体の薬学的
に許容される製剤と、そして任意に
　(iii)少なくとも一種の化学療法化合物の薬学的に許容される製剤と
を含んでなる、キット。
【請求項３】
　(i)４－１ＢＢレセプターアゴニストリガンドまたはその機能的に等価な変異体をコー
ドするヌクレオチド配列と、
　(ii)I型インターフェロンまたはその機能的に等価な変異体をコードするヌクレオチド
配列とを含んでなるポリヌクレオチドであって、
前記双方の配列がともに発現調節配列に先行されてなる、ポリヌクレオチド。
【請求項４】
　前記４－１ＢＢレセプターアゴニストリガンドが、前記４－１ＢＢレセプターの天然リ
ガンドまたはアゴニスト抗４－１ＢＢレセプター抗体である、請求項１に記載の組成物、
請求項２に記載のキット、または請求項３に記載のポリヌクレオチド。
【請求項５】
　前記アゴニスト抗４－１ＢＢレセプター抗体が、ＩｇＧ－２Ａ型免疫グロブリンである
、請求項４に記載の組成物、キットまたはポリヌクレオチド。
【請求項６】
　前記アゴニスト抗４－１ＢＢレセプター抗体がヒト化抗体である、請求項４または５に
記載の組成物、キットまたはポリヌクレオチド。
【請求項７】
　前記I型インターフェロンが、インターフェロンアルファおよびインターフェロンベー
タからなる群から選択されるものである、請求項１、４～６のいずれか一項に記載の組成
物、請求項２、４～６のいずれか一項に記載のキットまたは請求項３～６のいずれか一項
に記載のポリヌクレオチド。
【請求項８】
　前記I型インターフェロンが、ＩＦＮ－α２ａ、ＩＦＮ－α２ｂ、ＩＦＮ－α４、ＩＦ
Ｎ－α５、ＩＦＮ－α８およびそれらの組み合わせの群から選択されるインターフェロン
アルファである、請求項７に記載の組成物、キットまたはポリヌクレオチド。
【請求項９】
　前記I型インターフェロンがペグインターフェロンである、請求項７または８に記載の
組成物、キットまたはポリヌクレオチド。
【請求項１０】
　請求項３～９のいずれか一項に記載のポリヌクレオチドを含んでなる、ベクター。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のベクターを含んでなる、細胞。
【請求項１２】
　癌の治療または予防用薬剤の調製に用いられる請求項１、４～９のいずれか一項に記載
の組成物、請求項２、４～９のいずれか一項に記載のキット、請求項３～９のいずれか一
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項に記載のポリヌクレオチド、請求項１０に記載のベクター、または請求項１１に記載の
細胞。
【請求項１３】
　前記癌が、固形腫瘍である、請求項１２に記載の組成物、キット、またはポリヌクレオ
チド。
【請求項１４】
　前記癌が、結腸癌である、請求項１３に記載の組成物、キット、またはポリヌクレオチ
ド。
【請求項１５】
　前記キットの異なる成分が別個の投与に適したものである、請求項１２～１４のいずれ
か一項に記載のキット。
【請求項１６】
　前記４－１ＢＢレセプターアゴニストリガンドが全身投与に適したものである、請求項
１５に記載のキット。
【請求項１７】
　前記I型インターフェロンが腫瘍内投与に適したものである、請求項１５または１６に
記載のキット。
【請求項１８】
　請求項１、４～９のいずれか一項に記載の組成物、請求項３～９のいずれか一項に記載
のポリヌクレオチド、請求項１０に記載のベクターまたは請求項１１に記載の細胞および
薬学的に許容される担体を含んでなる、医薬製剤。
【請求項１９】
　癌の治療または予防のための、請求項１８に記載の医薬製剤。
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